
年末年始　営業時間のご案内
当事務所は下記期間を年末年始休暇とさせていただきます。
ご不便をお掛けいたしますが、予めご了承下さいますよう宜しくお願い申し上げます。

２０２１年１２月２９日（水）～２０２２年１月４日（火）

年内は2021年12月28日（火）17時まで、
年明けは2022年1月5日（水）9時より平常通り営業いたします。

＊年末年始にいただいた「メールでのお問い合わせ」につきましては、１月５日より順次対応いたしますが、通常よりもお時間がかかるこ
とが予想されます。
ご不便をおかけして申し訳ございませんが、何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。

 

全国一斉１２／１８「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらし
を守るなんでも電話相談会・第１１弾」フリーダイヤル【拡散希
望】

「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第１１弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
失業の長期化、利用可能な支援策の終了等により、仕事や生活の不安を抱えている方、孤立して出口が見えない状況に追い込まれている方
などが増えています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第１１弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

【日　　時】　１２月１８日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）

https://saitamasogo.jp/archives/88422
https://saitamasogo.jp/otoiawase
https://saitamasogo.jp/archives/88411
https://saitamasogo.jp/archives/88411
https://saitamasogo.jp/archives/88411


上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・生活費を支援する制度について知りたい。
・収入が減ったので、来月の家賃が払えそうもない。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンなど借金の返済に困っている。
・コロナの「自宅療養」で困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

【携帯電話が止まってしまっている方へ】
携帯電話が止まっている方でも、秋田、福島、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、福井、三重、滋賀、京都、大阪、島根、広島、福岡の方
については、フリーＷｉ－Ｆｉから電話をいただけるようになりました。↓のＱＲコードを入力（また
は、https://pub.oden.works/#/　にアクセス）して、下記画像記載の各地域のIDを入力してください。

【寄付のお願い】
この電話相談会は、フリーダイヤルの通話料等で、毎回、５０万円程度の開催経費がかかっていますが、多くのみなさまの寄付に支えられ
て継続的に実施できおり、心より感謝申し上げます。
寄付口座は次のとおりですので、ご協力いただけますと幸いです。

百五銀行　橋南支店
普通預金　504273
コロナ災害を乗り越えるいのちとくらしを守る相談会代表田中武士

【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

【協力】反貧困ネットワーク

＊チラシのダウンロード→　こちら

https://pub.oden.works/#/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://hanhinkonnetwork.org/
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/12/6c278807242523b2a53d5e75cf3517cb.pdf


 

11/23（祝）「はたらく女性の埼玉集会」のお知らせ
「はたらく女性の埼玉集会」が開催されます。

◆記念講演：「生きづらさをのりこえて　ジェンダー平等社会へ」
～メディアにおけるジェンダー平等のとりくみから～
　講師：吉永磨美さん

団体報告：ジェンダー平等に向けた取り組みや、コロナ禍での医療・学校・保育の現場、業者の取り組みについて

◆開催日時：　２０２１年１１月２３日（祝日）１３：３０～１５：４５
◆参 加 費 ：　５００円（会場・Zoomとも）
◆   会   場 ：　さいたま共済会館6階およびZoom

 

https://saitamasogo.jp/archives/88389


参加ご希望の方はお手数ですが、申込書(PDF)へ必要事項を記載の上、ＦＡＸ（０４８－８３８－０７７１）にて事前にお申し込みく
ださいますよう、お願い致します。
ぜひ、ご参加ください。
 

２０２１はたらく女性の埼玉集会実行委員会
事務局：埼玉県労働組合連合会（埼労連）
 

11/19（金）過労死等防止対策推進シンポジウムのお知らせ
近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって多くの方の尊い命や心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死をされた方のご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、防止対策について探ります。

【プログラム】
14:00　●開会挨拶

14:10　●埼玉労働局からの現状報告

14:30　●事例発表　株式会社キットセイコー

14:50　●過労死を考える家族の会　体験談

15:20　●休憩

15:30　●基調講演
「パワハラの科学：パワハラはなぜ起こるのか、どう対策を進めれば良いのか」
津野香奈美氏
（神奈川県立保健福祉大学大学院　ヘルスイノベーション研究科　准教授）

16:30　●閉会挨拶

 

◆日時
２０２１年１１月１９日（金）１４時～１６時３０分（受付１３時～）

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/11/64495702ece4cbd0e9d6f5f26f51a2ac.pdf
http://www.saitanet.or.jp/sairoren/
https://saitamasogo.jp/archives/88375
https://www.kuhs.ac.jp/department/professors/detail.html?id=125


◆会場
ソニックシティビル棟４階市民ホール←クリックすると地図が出ます。

◆参加費
無料・事前申込必要（新型コロナウィルス感染症の影響により事前申し込みが必要です）
※お申し込みはＷｅｂまたはＦＡＸ（ＦＡＸ番号：０３－６２６４－６４４５）でお願いします。
※参加申込書(PDF)はこちらです。
参加証を発行いたしますので、当日、受付までお持ちください。
定員超過の場合は、電話またはメールでご連絡をいたします。
連絡先はTELかE-mailのどちらか必ずご記入ください。

◆主催
厚生労働省

◆後援
埼玉県、埼玉弁護士会

◆協力
過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、埼玉産業保健総合支援センター、埼玉県
経営者協会、連合埼玉、埼労連

◆お問い合わせ
厚生労働省シンポジウム事業受託事業者　（株）プロセスユニーク
専用フリーダイヤル　０１２０－５６２－５５２

 

11/27【公正な税制を求める市民連絡会設立６周年集会】
コロナ禍で拡大する格差・貧困を是正する税財政の実現に向けて
―新自由主義へのグローバル＆ローカルからの対抗―

【公正な税制を求める市民連絡会設立６周年集会】
コロナ禍で拡大する格差・貧困を是正する税財政の実現に向けて

https://www.sonic-city.or.jp/?page_id=178
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScqikrKNH9Q0BRnFjTeFjcB6uGCox0VSNbJZLHYGggS7ARkpw/viewform
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/11/saitamamousikomi.pdf
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/page_saitama.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/
https://www.saiben.or.jp/
https://saitamasogo.jp/archives/88353
https://saitamasogo.jp/archives/88353
https://saitamasogo.jp/archives/88353


―新自由主義へのグローバル＆ローカルからの対抗―

 新自由主義が、国境を越え、地方自治を越えて、世界を覆っています。

国際的には、グローバル化とデジタル化の進展と相まって、「所得税のフラット化」「法人税率の引き下げ」「タックス・ヘイブンの利用
による租税回避」が進み、所得と富が国家による課税の手を逃れ、格差がますます広がっています。

国内では、民営化、大企業・富裕層の減税、社会保障の削減が推し進められ、地方でも、経済効率性が優先され「選択と集中」によって行
政投資や経済機能は都市部に集中し、自治体の公共サービスの産業化や民間委託が進められ、地域の衰退が加速しています。

このように、新自由主義が世界を席巻し、格差と貧困が深刻化している時代に、新型コロナウィルス・パンデミックが社会を襲いました。
非正規労働者、女性、学生などがまっ先に困窮し、日本の社会保障の脆弱性が一層浮き彫りになるとともに、社会的危機で拡大した巨額の
財政赤字にどう対応するのかという問題が突きつけられています。そして、パンデミックは、国境を越えてグローバルに拡大し、人口の多
い都市部に集中し、インバウンド需要に依存していた地域経済に大打撃を与えるなど、グローバリゼーションを見直し、ローカルに、地域
の中で、資源や資本を分配し、経済を充実させることの重要性を問いかけていると思います。

時代の転換点ともいえる今、設立６周年集会にあたり、諸富徹京都大学教授、関良基拓殖大学教授のお二人をお招きして、新自由主義への
対抗軸をグローバル＆ローカルな視点で考え、富を再分配し、豊かな持続可能な社会へと舵を切るための税制、財政のあり方を考えます。
ぜひ、ご参加ください。

■日時：２０２１年１１月２７日（土）
　　　１２時４０分～１２時５５分　会員総会
　　　１３時～１６時３０分（最大１７時まで）　シンポジウム

■場所：主婦会館　プラザエフ３階

■形式：リアル会場＋オンライン(Zoomウェビナー)のハイブリッド方式

■定員：リアル：３０名（先着順）　　オンライン：定員なし

■申込：下記、ＵＲＬからお申し込みください。

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_owWwLQTdRbiiA46_V8
EIsQ

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_owWwLQTdRbiiA46_V8EIsQ
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_owWwLQTdRbiiA46_V8EIsQ


 

 

 

 

■参加費用
カンパにご協力いただけると幸いです（1口１０００円）。
（振込先）
ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイ　ナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）
◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381
◎ 　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638
（リアル参加の方：会場にてカンパをお受けします。）

【プログラム】

１　開会挨拶
　　宇都宮健児（公正な税制を求める市民連絡会共同代表）

２　コロナ禍の現場からの報告
⑴　コロナ駆けつけ支援の現場から　藤田和恵（ジャーナリスト）
⑵　コロナが炙り出した女性の貧困　竹信三恵子（和光大学名誉教授、ジャーナリスト）
⑶　医療の脆弱性について　工藤光輝（保険医団体連合会事務局次長）

３　基調講演
　　「コロナ禍で拡大する格差・貧困を是正する税財政の実現に向けて
　　　―新自由主義へのグローバルとローカルからの対抗―」
　　　諸富　徹（京都大学大学院経済学研究科／地球環境学堂教授）

４　パネルディスカッション

（パネリスト）
　関　良基（拓殖大学政経学部教授）
　宇都宮健児（公正な税制を求める市民連絡会共同代表）
　合田　寛（同会幹事）

（コーディネーター）
　猪股　正（同会事務局長）

https://hodanren.doc-net.or.jp/
https://www.econ.kyoto-u.ac.jp/faculty-members/professor/morotomitoru/
https://fpse.takushoku-u.ac.jp/seminars/details/yseki.html
https://utsunomiyakenji.jp/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi


 

【主催】公正な税制を求める市民連絡会
　問い合わせ先
　〒 330-0064　さいたま市浦和区岸町７－１２－１
　　　東和ビル４階 埼玉総合法律事務所  弁護士 猪 股 正
　　　電話048（862）0355　FAX048（866）0425

【シンポジウム開催告知】2021年11月28日（日）“復興
の人間科学 2021”『福島原発事故10年の経験から学ぶ』～
当時小学生だった若者達との対話から～

http://tax-justice.com/
https://saitamasogo.jp/archives/88336
https://saitamasogo.jp/archives/88336
https://saitamasogo.jp/archives/88336


日時：2021年11月28日（日）10時～18時
（無料・入場自由）

http://431279.com/wp-content/uploads/2021/10/20211128.pdf


場所：早稲田大学大隈記念講堂（地下1階）小講堂
Zoom同時開催：zoom参加の場合ネット申し込み制　（こちらのページよりお申し込みいただけます）

原発事故による避難生活という過酷な人生体験を小学生の時期に経験した被災者は、今年で17歳〜22歳となります。

現在大学生となった被災当事者は、あの震災をどう受けとめ，またこの10年間をどのような社会経済状況におかれ、どのような心理状態
で、どのように思考を重ね、どのように生き抜いてきたのでしょうか。

本シンポジウムにおいて、心身医学・精神医学（辻内・熊野）、医療人類学（金・辻内）、発達心理学・児童福祉学（平田）、発達行動学
（根ケ山）、臨床心理学（桂川・金）、教育心理学（桂川）、社会心理学（日高）、環境心理学（小島）、社会福祉学（多賀・増田・岩垣・
猪股）、地域福祉学（増田）、精神保健福祉学（岩垣）、公衆衛生学（扇原・日高・岩垣）、社会学（多賀・辻内）、文化人類学（金・辻
内）、法学・政治学（猪股）といったトランス・サイエンス（学際的・学融的）の観点から、未来を担う若者達の語りを傾聴し、対話を重
ねていくことに意義があります。

本チームがこれまで10年間に行ってきたシンポジウムでは、「今被災者にとって何が問題なのか？被災者をいかに支援すべきか？」とい
うテーマを中心に、被災当事者の方たちと専門家が対等な位置関係で互いに学び合う機会を作ってきました。中でも、本シンポジウムの特
記すべき点は、震災当時小学生であった若者の経験と考えから学ぼうとする新しい取り組みにあります。

スケジュール
［ご挨拶］　10：00〜10：10

扇原 淳 （早稲田大学教授・人間総合研究センター所長）
平田 修三　（ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ実行委員長，仙台青葉学院短期大学講師）

［第１部．被災当事者学生による講演］　10：10〜13：00

被災当事者学生５名（双葉町・福島市・郡山市・いわき市出身）による講演：「原発事故10年の経験/いま考えること」1.
早稲田大学人間科学部学生による発表：「被災当事者学生へのインタビューを通して学んだこと」2.
研究者５名によるコメント　（臨床心理学・社会心理学・建築環境心理学・行動医学・社会福祉学の立場から）3.

［第２部．基調講演］　14：00〜15：00
『現在大学生になる被災当事者との対話から私たちは何が学べるか』

金菱 清（関西学院大学社会学部教授、災害社会学・環境社会学）

［第３部．パネルディスカッション］　15：10〜16：40
被災当事者学生５名と金菱清・萩原裕子とのクロストーク

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfEXTYJD1yNuqfQREti44Y4wVQ37liejlvrx-J33SQwrcWLlQ/viewform


原発事故10年の経験の意味・意義を考える1.
ポスト3.11・ポストコロナの日本・国際社会のあり方を考える2.
若者達による提言3.

［第４部．講演］　16：50〜17：30
『被災当事者の語りに耳を傾け学ぶことの意義』

萩原 裕子（震災支援ネットワーク埼玉SSN・心理相談チーム代表）

［第５部．シンポジウムのまとめ］　17：30〜18：00

根ケ山 光一 （早稲田大学名誉教授，発達行動学）
猪股 正　（震災支援ネットワーク埼玉SSN代表，弁護士）
辻内 琢也 （ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ大会長，早稲田大学教授，
早稲田大学災害復興医療人類学研究所所長）

◆主催：早稲田大学人間総合研究センター

◆共催：震災支援ネットワーク埼玉（ＳＳＮ），早稲田大学災害復興医療人類学研究所（WIMA）
科研費基盤研究（B）：原発事故被災者の移住・帰還・避難継続における新たな居住福祉に関する人間科学的研究

zoom参加のお申し込み
こちらのページよりお申し込みください。

10/31（日）9:45～コロナ禍と税財政シンポ・コロナ禍
で拡大する格差・貧困問題に立ち向かう！（On-line有）

コロナ禍で拡大する格差・貧困問題に立ち向かう！
～ 市民の立場から税制・財政を考える ～

https://www.tokyo-np.co.jp/article/90375
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://431279.com/
http://www.waseda.jp/prj-wima/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfEXTYJD1yNuqfQREti44Y4wVQ37liejlvrx-J33SQwrcWLlQ/viewform
https://saitamasogo.jp/archives/88309
https://saitamasogo.jp/archives/88309


　コロナ禍で拡大した巨額の財政赤字。これまで以上に強まる社会保障削減圧力。
大企業や富裕層への増税で財源を確保しつつ格差・貧困に立ち向かう「バイデン政権の中長期戦略」を参考に、危機をチャンスに変える方
策を考えます。

【日時】2021年10月31日（日）9時45分～12時
【方法】On-lineと会場参加のハイブリッド方式
【プログラム】
1　コロナ禍があらためて炙り出した貧困－現場からの報告
雨宮処凛（作家、市民活動家）
藤田和恵（ジャーナリスト）
村田くるみ（高等教育無償化プロジェクトFREE）

2　バイデン政権の税制改革プランについて－報告とパネルディスカッション
コーディネーター： 竹信三恵子（ジャーナリスト、和光大学名誉教授）
基調報告：吉弘憲介
パネルディスカッション
（パネリスト）
　吉弘憲介（桃山学院大学准教授）
宇都宮健児（弁護士）
合田 寛（政治経済研究所理事）
【参加方法】
事前申込必要
本シンポジウムは、10／30～31に開催される全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会in大阪の分科会として開催されます。
基調講演の内容、お申込方法等は、こちらをご覧ください（期限の表示がありますが、まだ、大丈夫です。）。
https://pro.form-mailer.jp/lp/0d1ee58f203110

【主催等】
全国クレサラ・生活再建問題対策協議会、全国クレサラ生活再建問題被害者連絡協議会
第40回全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会実行委員会
（協力）公正な税制を求める市民連絡会

（文責：弁護士　猪股　正）

https://www.free20180913.com/
https://www.andrew.ac.jp/researchers/c5o8gl00000005sv.html
https://bit.ly/39AFHn8
https://pro.form-mailer.jp/lp/0d1ee58f203110
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi


全国一斉１０／２３「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらし
を守るなんでも電話相談会・第１０弾」フリーダイヤル【拡散希
望】

「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第１０弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
コロナの第５波が収束に向かいつつあり緊急事態宣言が解除となりましたが、コロナ禍が長引く中、失業の長期化、利用可能な支援策の終
了等により、仕事や生活の不安を抱えている方、孤立して出口が見えない状況に追い込まれている方などが増えています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第１０弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

【日　　時】　１０月２３日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・生活費を支援する制度について知りたい。
・収入が減ったので、来月の家賃が払えそうもない。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンなど借金の返済に困っている。
・コロナの「自宅療養」で困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

https://saitamasogo.jp/archives/88324
https://saitamasogo.jp/archives/88324
https://saitamasogo.jp/archives/88324
https://corona.go.jp/emergency/


【大阪府内と東京都内・埼玉県内で携帯電話が止まってしまっている方へ】
今回、試験的な試みとして、携帯電話が止まっている方でも、大阪と東京・埼玉の方については、フリーＷｉ－Ｆｉから電話をいただける
ようになりました。↓のＱＲコードを入力ください。

【寄付のお願い】
この電話相談会は、フリーダイヤルの通話料等で、毎回、５０万円程度の開催経費がかかっていますが、多くのみなさまの寄付に支えられ
て継続的に実施できおり、心より感謝申し上げます。
寄付口座は次のとおりですので、ご協力いただけますと幸いです。

百五銀行　橋南支店
普通預金　504273
コロナ災害を乗り越えるいのちとくらしを守る相談会代表田中武士

【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

＊チラシのダウンロード→　こちら

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/10/7d398a957b4df427e4c13f66637f91b0.pdf


10/14（木）日弁連人権大会「人口減少社会を乗り越える地
域再生の社会保障～地域で安心して暮らすために～」
　日弁連が10月14日、人権大会を開催します。
　当事務所の弁護士猪股正が、シンポジウム第３分科会の事務局長を担当しております。
　無料で視聴できますので、是非、ご参加ください。

　日弁連ホームページは、こちら

　貧困・格差が拡大する社会情勢の中で、地方がますます衰退し、自治体が公共サービスを担うのが困難になっている状況や、人口が減少
し低密度化する地域の効率的な運営のため公共施設等の機能を地域の中心部に集中させる政策等を進める動きには、地域における生存権保
障や憲法が保障する地方自治制度の根幹に関わる重大な問題があります。

　本シンポジウムにおいては、公共サービスの提供機能が低下する地方自治体の現状、地域における社会保障の危機に目を向け、その要因
を考えます。その上で、多様な地域の個性を活かし地域を再生していく各地の様々な取組等を参考にしつつ、住民の生存権を保障し、憲法
の趣旨に適った地方自治を実現するにはどうすればよいのか、コロナ禍を乗り越え、危機に強く、誰もが地域で安心して暮らすことができ
る社会を地域から構築する方策等について、皆様と共に考えたいと思います。

コロナ禍のためオンライン開催となりますが、多くの皆様のご参加をお待ちしております。

【日時】２０２１年１０月１４日（木）　１２時３０分～１８時００分
【内容】
　▶　基調講演
　　　「人口減少時代の自治体政策」
　　　　中山　徹氏（奈良女子大学大学院人間文化総合科学研究科教授）
　▶　第１部　特別報告・日弁連基調報告
　　　特別報告１　橘田亜由美氏（医師。東大阪生協病院院長）
　　　特別報告２　藍野美佳氏（元広島県竹原市婦人相談員）
　　　特別報告３　平澤文江氏（旧静岡県磐田郡水窪町・現浜松市、NPO法人まちづくりネットワークWILL理事長）
　　　特別報告４　濱中香理氏（島根県隠岐郡海士町役場人づくり特命担当課長）
　　　特別報告５　吉川真嗣氏（新潟県村上市。むらかみ町屋再生プロジェクト会長）
　▶　第２部　パネルディスカッション
　　（パネリスト）
　　　伊藤周平氏（鹿児島大学法文学部教授）
　　　上山隆浩氏（西粟倉村役場地方創生特任参事）
　　　岡田知弘氏（京都橘大学経済学部教授・京都大学名誉教授）
　　　高端正幸氏（埼玉大学人文社会科学研究科准教授）

https://saitamasogo.jp/archives/88318
https://saitamasogo.jp/archives/88318
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2021/211014.html


　　　山﨑晴恵氏（兵庫県宝塚市長）

　　　視聴用URL
https://www.youtube.com/channel/UC9GylTffkHWuPcIxtkExsVg
バーコードはこちら

お問い合わせ先 日本弁護士連合会　人権部人権第一課
ＴＥＬ：０３－３５８０－９５０１

チラシのダウンロード⇒こちら

9/22 コロナ危機から考えるOn-line学習会「社会的
共通資本と格差・貧困対策 － ベーシック・サービス論とベー
シック・インカム論を視野に－」

公正な税制を求める市民連絡会『コロナ危機から考える』連続On-line学習会のご案内
「社会的共通資本と格差・貧困対策 －ベーシック・サービス論とベーシック・インカム論を視野に－」

　コロナ禍で格差と貧困の拡大が進み，剥き出しの資本主義が生来的に持つ問題から誰もが目を背けることができなくなってしまった今，
これに抗するため，ベーシック・インカムや，さらに，ベーシック・サービスといった考え方が様々に語られるようになっています。
　本学習会では，世界的経済学者の亡宇沢弘文氏が1970年代から提唱されていた社会的共通資本の概念を基礎に，同氏の晩年に同概念
を展開する著作を共同編集されたご経験を持つ関良基拓殖大学准教授をお迎えし，社会的共通資本の考え方について解説をいただくと共に，
現在語られている各種のベーシック・インカム論やベーシーク・サービス論との対比検討，それぞれの議論の意義や問題点に踏み込んで，
お考えをご披露いただく予定です。ズームによる学習会ですので，ご気楽に，ぜひご参加ください。

■テーマ／社会的共通資本と格差・貧困対
　　　－ベーシック・サービス論とベーシック・インカム論を視野に－

https://www.youtube.com/channel/UC9GylTffkHWuPcIxtkExsVg
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/10/211014_dai3_bunkakai_chirashi.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/88280
https://saitamasogo.jp/archives/88280
https://saitamasogo.jp/archives/88280


■日時／２０２１年９月２２日（水）１８時３０分～２０時３０分

■参加対象／当会会員の方のほか、どなたでも参加できます。

■講師／関良基拓殖大学教授
（主な著書）
＊ 社会的共通資本としての水/2015年/花伝社/関良基, まさのあつこ, 梶原健嗣著
＊ 社会的共通資本としての森/2015年/東京大学出版/宇沢弘文, 関良基編』
＊ 自由貿易神話解体新書 : 「関税」こそが雇用と食と環境を守る/2012年/花伝社 , 共栄書房/関良基著
＊ 不平等ではなかった幕末の安政条約 : 関税障壁20%を認めたアメリカ・ハリスの善意/2019/勉誠出版/鈴木荘一, 関良
基, 村上文樹共著

■参加費／１０００円（生活にお困りの方は支払不要です。）
　事前にお振込みいただければ助かりますが、後日でも大丈夫です。カンパ歓迎！

（振込先）ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）
◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381
◎ 　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

■開催方法／Zoom
　※Zoomは下記のURLをクリックすれば誰でも参加できるオンラインツールです。

■要申込
　登録用URL

→
　https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_v1qKZWlNRzWQUyLPis4tvQ

　　こちらからお申し込み下さい。ご登録後、ウェビナー参加に関する確認メールが届きます。
資料のダウンロード用のURLは、別途メールでご案内させていただきます。

■主催／公正な税制を求める市民連絡会

■連絡先／弁護士　猪股正　埼玉総合法律事務所　電話048-862-0355

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_v1qKZWlNRzWQUyLPis4tvQ
http://tax-justice.com/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi

